
「京都フェニックス・パーク（京都府宇治市）」において、日本の「造船業の再生」に向けて、最先端機器

等の新たな研究開発、事業化拠点を整備

➢ 燃料供給機器（アンモニア燃料）の安定的な商業生産により、船舶の脱炭素化を目指す

■国内の造船業の再生に貢献するとともに、地域経済を牽引し、拠点内の新たなイノベーションを創出

 ➢ 国内外から投資、企業、人材の集まるビジネス、雇用環境の整備により、国際競争力強化及び産業

拠点形成に寄与

事業イメージ

研究開発

事業化

新たな研究開発／
事業化拠点の整備

サポート

国際競争力強化、産業拠点形成

「アンモニア（毒性が

強く難燃性）」を活用

した機器の研究

次世代船舶に必要な「

燃料供給バルブユニット

」の開発

造船業が抱える主な課題

・国際競争力の低下、雇用の確保

・アンモニア等の新燃料への対応

ﾌｪﾆｯｸｽ･ﾊﾟｰｸの主な取組

・京都南部の新産業集積拠点

・産学公のイノベーション

宇治市や、大学との

連携等による、雇用

創出や、研究開発

＋

雇用創出10名以上

関西圏国家戦略特区の取組成果(京都関係) R8.9.15認定

次世代燃料船対応型燃料装置の開発及び生産拠点整備事業（利子補給金の活用）
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